
　祖
父
川
に
か
か
る
薬
師
橋
の
た
も
と
に
、霊
場
へ
の
道
標

が
あ
り
ま
す
。そ
の
案
内
に
従
っ
て
橋
を
渡
り
集
落
の
中
を

抜
け
る
と
、山
の
裾
に「
近
江
国
薬
師
山
四
国
八
十
八
ヶ
所

霊
場
」の
石
碑
が
。こ
こ
が
入
口
で
あ
り
、道
を
渡
っ
た
反
対

側
に
出
口
が
あ
り
ま
す
。山
に
入
る
と
、ま
ず
迎
え
て
く
だ

さ
る
の
は
番
外

「
奥
の
院
」の
仏

様
。こ
の「
奥
の

院
」は
高
野
山
を

表
し
、こ
こ
だ
け

は
三
体
の
石
仏
が

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
三
体
は
不
動
明
王
と
大
日
如

来
と
弘
法
大
師
を
そ
れ
ぞ
れ
表
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　竹
の
間
を
風
が
渡
り
涼
し
げ
な
音
を
奏
で
る
中
、奥
へ
と

進
ん
で
い
け
ば
竹
林
の
間
に
静
か
に
佇
む
石
仏
の
姿
が
す

ぐ
に
現
れ
ま
す
。一
番
霊
場
か
ら
順
に
巡
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
ぞ
れ
二
体
ず
つ
の
仏
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。こ
れ

は
、弘
法
大
師
と
各
霊
場
の
本
尊
の
仏
様
を
表
し
て
い
ま

す
。一
番
霊
山
寺

は
、弘
法
大
師
と

釈
迦
如
来
、二
番

極
楽
寺
は
弘
法

大
師
と
阿
弥
陀

如
来
、と
い
っ
た

具
合
で
す
。
当

初
、石
仏
を
奉
納

さ
れ
た
家
で
も
、

代
が
替
わ
っ
た
り

引
っ
越
し
た
り
で
お
守
り
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い

家
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、地
元
の
弘
法
講
の
方
々
が
定
期

的
に
清
掃
・
整
備
さ
れ
、参
詣
者
の
た
め
に
こ
の
霊
場
を

守
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　八
十
八
ヶ
所
と
番
外
を
合
わ
せ
約
百
体
の
石
仏
を
参
拝

し
て
歩
く
と
、お
よ
そ
二
時
間
ほ
ど
と
な
り
ま
す
。山
と一体

に
な
っ
た
巡
路
は
ひ
と
と
き
外
界
か
ら
遮
断
さ
れ
、静
け
さ

の
中
で
仏
様
と
向
き
合
い
そ
っ
と
手
を
合
わ
す
こ
と
で
、

近
江
国
薬
師
山
四
国
八
十
八
ヶ
所
　

霊
場
の
歴
史
を
紐
解
く

今
も
大
切
に
守
り
継
が
れ
る

霊
場
の
山
を
歩
く

た
っ
た
一
人
の
熱
意
か
ら
始
ま
り

多
く
の
人
の
協
力
あ
っ
て
で
き
あ
が
っ
た
信
仰
の
道

山
中
に
静
か
に
佇
む
石
仏
の
姿
に

手
を
合
わ
せ
れ
ば

自
ず
と
心
も
厳
か
な
気
持
ち
に
。

地元の私たちが守ってきたこの霊場を
多くの人に知って頂きお参りしてほしい。

も
う
一
つ
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

　
　薬
師
山 

岩
屋
不
動
明
王

　私の祖父母の代に薬師の四国八十八ヶ所霊場が出来ました。ですの
で、私にとっては小さい頃から身近にある存在でした。薬師の山は遊び
場であり、薪を集めたり芝刈りをしたりする場でもあり、山にある石仏
さんに見守られてきたような気がします。祖父
母の時代から代替わりした今でも、毎日通っ
ておられる熱心な方もいらっしゃいます。開発
が進んだ町並のすぐ傍に、先祖が残した鎮守
の杜のような存在として霊場が残っているの
は、昔ながらの村の強い絆があってこそ。これ
からも、大切にきれいなまま残していきたい
ですね。

祖
父
が
残
し
た
霊
場
を
守
っ
て
ま
す
。

山添 勝之さん
公認先達

　私
の
祖
父
、山
添
栄
吉
が
神
仏
へ
の
感
謝
を
以

て
思
い
つ
い
た「
薬
師
山
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊

場
」。残
念
な
が
ら
祖
父
栄
吉
は
霊
場
の
開
山
を

見
る
こ
と
な
く
、昭
和
十
年
に
他
界
し
ま
し
た
が
、

父
源
治
が
そ
の
遺
志
を
継
ぎ
高
野
山
に
て
修
行
し

僧
名
を
拝
受
し
て
霊
場
開
山
、入
仏
の
大
行
事
ま

で
、地
元
の
皆
さ
ま
と
共
に
遂
行
さ
せ
た
の
で
す
。

　そ
の
後
地
元
に「
弘
法
講
」を
つ
く
り
、霊
場
の

清
掃
や
維
持
管
理
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。平
成

八
年
の
開
山
六
十
周
年
、十
八
年
の
開
山
七
十
周

年
に
は「
柴
燈
大
護
摩
」を
奉
納
し
、立
派
な
巨
大

数
珠
で
百
万
遍
を
奉
修
い
た
し
ま
し
た
。私
た
ち

の
竜
王
町
に
も
こ
の
よ
う
な
歴
史
文
化
が
あ
る
こ

と
を
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
、そ
の
息
吹
に
触
れ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

地元の

お店

再発見

▲信者の名前が入った
大きな数珠。開山六十周
年、七十周年の「柴燈大
護摩」では、約五十人ほ
どが大きな輪になってお
経を上げながらこの数珠
で百万遍を奉修した。

▲遍路姿で巡路を案内する山添さん。
　この道は祈りの道なのだ。

▲第十九番立江寺の石仏。前の丸い石は、重軽石。
持ち上げることができれば無病息災が叶うという。

一巡するのには約二時間の道中です。毎月２１日弘法さんの日には是非お参りを！！
詳しくは下記へお問い合わせください。
公認先達　山添 勝之氏　TEL.0748-58-0001

竜王にもあ
った。

　神秘のパ
ワースポット

！
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　竜
王
町
薬
師
に
あ

る
近
江
薬
師
山
四
国

八
十
八
ヶ
所
霊
場

を
、皆
さ
ん
は
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。風

の
通
る
木
立
の
中
に

石
の
仏
さ
ま
が
佇
む

信
仰
の
道
が
、こ
こ

竜
王
町
の
薬
師
山
に

あ
り
ま
す
。こ
の
霊

場
が
開
山
し
た
の
は

昭
和
十
一
年
の
こ
と
。薬
師
に
住
む
山
添
栄
吉
氏
が
竜
王

町
信
濃
に
あ
る
安
楽
寺
の
杉
本
福
善
院
住
職
の
温
灸
治

療
に
よ
っ
て
持
病
が
快
癒
し
た
こ
と
を
感
謝
し
、神
仏
へ

の
お
礼
に
真
言
の
霊
場
を
こ
こ
薬
師
の
山
に
作
ろ
う
と
思

い
立
っ
た
こ
と
が
発
端
と
な
り
ま
す
。

　地
元
の
方
々
に
も
呼
び
か
け
、滋
賀
県
庁
に
石
仏
八
十

八
体
の
形
造
物
設
置
の
申
請
を
出
し
許
可
が
下
り
た
の

が
昭
和
十
年
十
月
。高
野
山
金
剛
峰
寺
の
協
力
を
得
て
、

和
歌
山
県
の
満
願
寺
に
あ
っ
た
無
縁
仏
の
尊
像
を
滋
賀
へ

持
ち
帰
っ
た
の
で
し
た
。列
車
で
篠
原
駅
ま
で
や
っ
て
き

た
石
仏
を
人
力
で
山
中
ま
で
運
び
設
置
。人
々
の
厚
い
信

仰
心
が
な
し
得
た
偉
業
で
し
た
。

　昭
和
十
二
年
の
開
山
式
、入
仏
式
に
は
第
一
番
霊
場
前

か
ら
稚
児
八
十
人
余
が
加
わ
っ
て
列
を
な
し
た
と
い
い
、

入
仏
式
は
岩
屋
不
動
尊
前
で
柴
燈
大
護
摩
を
焚
き
、厳
か

に
、ま
た
華
や

か
に
執
り
行
わ

れ
た
の
で
し

た
。当
時
の
賑

わ
い
を
示
す
貴

重
な
写
真
も
残

さ
れ
て
お
り
、

霊
場
開
山
を
喜

ぶ
人
々
の
想
い

が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

▲入仏式

▲稚児行列

　薬
師
西
国
八
十

八
ヶ
所
霊
場
は
、

薬
師
山
麓
に
あ
る

岩
屋
不
動
明
王
を

通
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
岩
屋
不
動
明

王
は
、横
穴
式
石
室
の
前
方
後
円
墳
の
石
室
の
奥
の
壁
に

江
戸
時
代
に
不
動
明
王
が
刻
ま
れ
、信
仰
さ
れ
て
き
た
も

の
で
、古
墳
自
体
は
6
世
紀
後
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。「
岩
屋
の
お
不
動
さ
ん
」と
し
て
と
て
も
親
し
ま
れ

て
お
り
、参
詣
に
訪
れ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。巨
石

を
積
み
上
げ
た
岩
屋
は
意
外
に
小
さ
な
佇
ま
い
で
、座
っ
て

参
拝
す
る
よ
う
に
敷
物
が
敷
か
れ
て
い
ま
す
。時
に
は
長

い
時
間
熱
心
に
お
祈
り
す
る
方
も
お
ら
れ
、地
元
の
方
々

に
大
切
に
さ
れ
て
い
る
歴
史
と
祈
り
の
交
差
す
る
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。

自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
こ
と
に
も
繋
が
り
そ
う
で
す
。

一
巡
り
の
後
に
は
、身
体
も
心
も
心
地
よ
く
ど
こ
か
す
っ

き
り
し
た
気
分
に
。先
人
の
想
い
を
受
け
取
り
、心
も
身

体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
新
た

な
パ
ワ
ー
を
い

た
だ
け
る
、ま

さ
に
竜
王
町
の

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
と
言
え
そ
う

で
す
。

近江国薬師山四国八十八ヶ所霊場

お参りの際は
事前にご連絡
ください。

地 域 の 声

▲滋賀県知事の許可証

竜王 I.C 口

勝手神社 正念寺

祖
父
川

松が丘
小口

165

477

477薬師

三井アウトレット
パーク 滋賀竜王

近江国 薬師山
四国八十八ヶ所霊場

薬師山
岩屋不動明王

▲竹林を背に静かに佇む石仏。左が弘法大師、右が恩山寺本尊の薬師如来を表す。

山本肥料店
山本 定徳さん



竜王インター周辺エリア

 竜王町内に配布された『竜王町いきいき宅配

便カタログ』の掲載店は全店、ご自宅まで商品

をお届けします！地元なので、アフターフォ

ローもバッチリです☆商品についての詳細は掲

載各店までお問い合せください！カタログには

他にもいろんなお店が紹介されています！

カタログに関するお問合せは

0748-58-1081
（竜王町商工会）

お持ちですか？

商工会がおすすめする
　私の地元自慢は勝手神社です。

広く深い杜の中を進んでいくと老

樹に囲まれた本殿が厳かに建って

おり、境内は静寂を保っています。

本殿は戦国時代に全焼しました

が、約300年前に再建されたもの

です。

　地元農家とともに安全な農作物

を安心価格で提供します。

☎ 58-0011

山本米肥店　山本 定徳さん

地 元 自 慢 1

　私の地元自慢は鏡山ハイキングコースの鳴谷の清流です。季節ごとに様々な草花が咲いていたり、荒々しい岩の間をせせらぎが流れていたり、古い遺跡があったり… 手軽に自然や歴史が楽しめます。

　お庭造りから庭木のお手入れや病害虫防除などお庭の事ならなんでも！☎ 26-2233

有川造園　有川史朗さん

地 元 自 慢 4

　岡屋高速道路近くにある「みさ

き牧場」には元気なワンちゃんが

3００頭以上います。愛くるしい子

犬たちを見ているとついつい心が

癒されます。チャンピオン犬もたく

さん輩出しているとのことです。

　しんちゃん卵のおススメの食べ

方は何と言っても「卵かけごはん」。

絶品の味を是非ご賞味ください。

☎ 57-1101

㈲德井養鶏場　德井 久子さん

地 元 自 慢 3

　ふなずし工房店舗前の「ふゆみず
たんぼ」では、原生動物、貝類、昆
虫、小魚など多様な生き物に配慮し
た農法で無農薬無化学肥料の米作
りをしています。ご興味のある方はゲ
ンゴロウ、バッタ、カエルなど生き物
の楽園を一度見に来てください。

　当店では直営ほ場で栽培した岡屋米をふんだんに使用したふなずしを製造
しています。一番人気は天然ニゴロふなずし1匹スライス！☎ 58-2099

竜王ふなずし工房　辻澤茂男さん　辻澤孝行さん

地 元 自 慢 2

2

4

6

10

1

95

8

3
7

市岡左官店　市岡 要さん

地 元 自 慢 5
　山中は、山と田園に囲まれた静かなと

ころで、人々も穏やかな性格です。岳川に

は夏には蛍、秋には赤トンボの群れがいっ

ぱいです。龍王山（岩根山）には雨乞いの

神様の御社が有り、竜王町のハイキング

コースに指定されています。一度お参りさ

れては？山頂からの眺めも最高です。

　創業70年余、お客様の立場に立って

仕事をさせてもらうのがモットーです。

☎ 58-0888

 小口の喫茶店スイートホームにはWBC世
界バンタム級チャンピオンの山中慎介選手
がよく来店されます。すごく気さくな方で、
焼肉定食やハンバーグ定食がお気に入り
とのこと。壁には多数の芸能人のサイン色
紙が飾られ、とても和やかなお店です。

 お家のリフォーム・外構のことなら
お任せください。責任を持った工事
を致します。☎ 58-2919

エムワイティー　松井裕二さん

地 元 自 慢 6

 ドラゴンハットのウォーキングロードがおすすめです。ウォーキングに出かけると、山や池の傍を鳥の声を聞きながらリフレッシュ出来ます。特に春には敷地いっぱいに咲く桜を楽しむことができます。

 窓の結露に困っていませんか？当店では効果抜群の内窓をおすすめします。お気軽にご相談を！☎ 58-1020

勝見建具　勝見昭雄さん

地 元 自 慢 7
　帆立貝形古墳 雨宮古墳（岡屋三ノ口）。

発掘調査等はまだですが、出土した滑石製

勾玉や家形埴輪片、円筒埴輪片から、5世

紀中ごろに造営されたとみられます。規

模、墳形、築造技術の点で特徴があり、滋

賀県の代表的な古墳とされています。

　防犯、防災対策は万全ですか？島

村電気では犯罪や火災等からお家を

守る設備をトータルでご提案します。

☎ 58-0670

島村電気商会　島村 治さん

地 元 自 慢 10

地 元 自 慢 9
　大字岡屋東畑に位置する日向院の御堂に安置してある十一面観世音菩薩は畏く聖徳太子の御直作と伝えられており、此の尊は御丈約二米総金色で古くから岡屋村の氏仏として尊信せられています。

　地域密着の営業を基本に確かな技術と信頼と匠の技で納得のいく仕事を致します。三代目も宜しくお願いします！☎ 58-1430

㈱福井工務店　福井眞司さん

地 元 自 慢 8
　私の地元は竜王八景のひとつに
数えられる牟礼公園があり、豊かな
自然とおいしい米作りに励んでい
るところです。また、役場やタウン
センターにも近く生活に便利なとこ
ろです。

　おかげさまで50年！地域ととも
に住まいのことは何でもお気軽に
ご相談を。☎ 58-0559

大文工務店　西村清文さん

竜王町商
工会がお

すすめす
る

竜王町い
きいき宅

配便参加
事業所 竜王町商工

会

商品の受
け渡しの

際に料金
を支払い

ます。

工事や修理の場合は、打ち合わせ・お見積もりの後に

なります。

〒520-2552 蒲生郡竜王町小口 20-2

T E L.（0748）58-1081

FAX.（0748）58-1470

http://www.ryuoh.shigasci.com/

「いきい
き宅配便

」に対す
るご質問

　　竜王町
商工会

ご注文の
流れ

登録店舗
に電話か

FAXでご
注文くだ

さい。

ご注文いた
だいた商品

、サービス
をお届けし

ます。

工事や修理
の場合はご

自宅まで伺
います。

1

2

3

2012年1
0月改訂

住

衣

食

Fashion

Food Residence

地元な
ので安

心！

地元な
ので安

心！

ご注文
は簡単

！

ご注文
は簡単

！
ご自宅

までお
届け！

ご自宅
までお

届け！

いきいき宅
配便

いきいき宅
配便竜王町

カタログ
保存版

竜王町
いきいき宅配便
カタログを

■ハガキの場合
〒520-2552 蒲生郡竜王町小口20-2
竜王町商工会宛
■メールの場合　 ryuoh@shigasci.com

竜王町商工会
〒520-2552 蒲生郡竜王町小口20-2
TEL.0748-58-1081　FAX.0748-58-1470
http://www.ryuoh.shigasci.com

竜王町のみなさんへ

　竜王町商工会では、フリーペーパー「竜王を知
ろう！」に掲載させて頂く、「地元自慢」情報を募集
しております。竜王町内の観光地や穴場スポッ
ト、お店、食べ物など、地元自慢をハガキまたは
メールにてお送り下さい。お送り頂いた方の中か
ら抽選で粗品を進呈致します。

あなたの地元自慢募集中！

私の地元自慢MAP

鳴谷渓谷

山中

小口

岡屋名神

岡屋口
岡屋

竜王IC南

薬師

薬師北

竜王IC口

三井アウトレットパーク
滋賀竜王

ドラゴンハット

みさき牧場

雨宮古墳

ふゆみずたんぼ

勝手神社

スイートホーム

牟礼公園

近江国薬師山
四国八十八ヶ所霊場

十一面観世音菩薩

大文工務店

エムワイティー

竜王ふなずし工房

勝見建具

島村電気商会

㈱福井工務店

市岡左官店

山本米肥店

竜王インター周辺エリア

㈲德井養鶏場

有川造園 岩屋不動明王


